
これからの長崎市の学校給食
~センター方式による安全・安心な給食の提供~
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長崎市内に学校給食センターを整備します。

現在、1か所目の学校給食センターとして、2021年2学期の

供用開始をめざして、長崎市洋台に(仮称)長崎市三重学校給食

センターの建設を計画しています。

今後、2か所目、3か所目の整備を進めてまいります。
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すべての子供たちの健
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■より安全で安1山な給食を目指します。

0

■パリエーションに富んだ、

適温給食の提供に努めます。

■地元の食材、郷土料理を献立に取り入れ

地産地消の推進に努めます。
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成長を目指して

平成31年3月
長崎市教育委員会

@

/)、
食

、

.

.、

J
n n

ン
呑

・
)

0
 
今

0
゛
0



1 現状

a)現在の給食方式
平成30年5月1日現在、市立小中107校分(教職員等を含む30222食分)を提供

※池島小中以外(30218食)は完全給食、池島小(4食分)と池島中(0食)はミルク給食
副食(おかず)

①自校方式(親学校を含む)
自校の給食室で調理する方式

62校(直営34校+委託28校)21ρ28食

@洪同調理場方式※休止中の池島共同調理堺を除く。
共同調理場(4か所)で調理された給食を
学校へ配送する方式

15校(直営12校十委託3校)1,341食

主食(ごはん)※ハンと牛乳は、各業者からそれぞれの学校に納入されています。

②委託炊飯校①自校炊飯校(公設民営を含む)
米飯が民閻業者によの炊飯配送される学校炊飯設備がある学校と子学校及び

30校 5,049食共同調理場の受配校 75校 25,169食

(2泳合食施設の現状 (平成30年4月1日現在)

②親子方式(子学校)
給食施設のある学校(雜学校)で調理された給食を
近隣の学校(子学校)へ配送する方式

18校(直営6校十委託12校)4356食

施。Q数っ

10施股 15施設8施設学校給食室 27施設以)施設

0施設 3施設 2施設0施設5施設共同調理場

65施設
^

17施設27施設11施設計 10施設

3施設10施設うちドライシステム 13施設 0施設 0施設

※ドライシステムとは、学校給食衛生管理基準に基づく、床に水力鬼ちにくい掩造の施設・股備等で、床力噺いた状態で作業する
システムをいう.
ドライシステムに対し、古い厨房施設に見受けられる、床が濡れやすい状態で作業するシステムを「ウエットシステ△」という。

※現状において、ウエットシステムの施設は、衛生管理基準を満たすためにドライ方式に近いかたちで運用(ドライ運用)してい
るところである。

④保温食缶配送方式
民間の給食調理場で調理された給食を
学校へ配送する方式

多くの施設や設備が老朽化して

います!
※65施詮のうち44施設(2/3以上)が
築30年以上経過

2 現吠から見える課題

10校(委託10校)3、493食

その1
調理機器の設置の有無により、
学校間で献立内容に違いが
あのます!

・炊き込みごはん
怨どの変わりご飯

250。

75%

・グラタンや焼き魚
などのオーフンメニユ

出せている学校

57%

その2

43%

出せていない学校

現行僻合食室に食物アレルギー

対応食力句能な専用室を設ける
ことが困難です!
,

その3



3 センター方式の貝体的な対応とそこから得られる効果

給食施設を集約化し、学校給食センターを整備します。

その1
充実した調理設備で献立内容の多様化

炊飯設備やオープン機器を活用して、炊き込みごはん、焼き魚、

グラタンなど豊富恋メニューを提供すること力勺可能と恋ります。

その2

食物アUルギー専用室等の完備

食物アレルギー専用室で、専属の調理員が調理し、対象者ごとに

保温ジャーに入れて配送します。アレルギー対応食を提供できる

児童生徒数が、現行と比べて2倍以上に増えます。

その3

衛生管理体制の向上

作業エリアを、汚染作業区域(検収室、下処理室、洗浄室恋ど)と非汚
剰乍業区域(i周理室、コンテづ室など)に区分'1jし、エアシャワ一やエア

カーテンなどを設置することで、食中毒や異物混入を防止します。

4 保護者の不安に答える

-1'

(亘シ1 お三1テ'方式になると食育が難しくなる
ビデオレターや手紙などで学校(子ども)と学校給食
センター(調理員)とをつなぐ工夫をし、また、学校、
地域、保護者が一体となった食育についても検討し
ていきます

(亘)2センター方、
なるのでは?
センター方式になると地産地消ができ恋く

これまでも納入業者の協力のもと、農産物や水産物
など市内・県内産の食材を優先的に使用しており、学校
給食センターになっても、食材については長崎市が
責任をもコて調達することとしており、これまで同
様、市内・県内産の食材を優先的に使用したいと考え
ています

(亘>3交通渋滞や雷の日の給食は大丈夫ですか?
現在でも、大雪等によって、食材が届か悲い場合は給
食を中止することとしており、センター方式と恋っ
ても、その対応は変わらないものと考えています。
積雪や道路凍結などにより交通渋滞が予測される際
は、配送ルートの変更や、予備の配送車両を活用し、
配送時間の短縮を図るなど、りスク回避のための方
策を検討したいと考えていぎす

(亘>5霊荏男言商E鳥髪)分?
冷めるのでは?

A 高性能の保温食缶で、温かいものは温かく、冷たいもの
は冷たいまま、調理後のおいしい温度を維持します

(亘シ4センター方式になると、給食が値上げされるのですか?

センター方式になったからという理由で値上げする
ことはあの韮せん。
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獣コで
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冷たι獣態で

周鼻淵庶駅、3τ)~窒)9で
水温85Cスタート
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(亘>6荏影侵丁方1又、)竿§喜妄告ぎ三冨箏烏島雫告

周囲温度195てンー即8で
水温8でスタート

a)保温食品提供下眼温度

b}保冷食品提供上限温度

(いずれも食品投猷時問が&コ分以上要する場含)
※,3ιタイプの食缶に水を8ι入れだ埠合の〒ータ
来保冷には「保冷画セット」を使用

宗すか?

アレルギー対応については、「除去食」を基本とし、
可能恋範囲で「代替食」を提供します。除去食対応す
るアレルゲンは、原則として「鶏卵、牛乳、エビ、力こ、
イカ、タコ、ピーナッツ、木の実類(アーモンド、
カシユーナッツ、くるみ)、そぱ」と考えてい該す。



5 学校給食センターの整備構想

学校給食衛生管理基準

疇周理後2時間以内の給食に努めること」
→配送時間40分以内

⇔3か所の学校給食センターの整備が必要である。

現在の食数は約30ρ00食(児童生徒約28,100食十教職員等約2,100食)
才2040年度の食数は22,000食と想定コ過大施設とならないために

1か所あたのの調理能力は8,000食とする。
※過渡期においては、既存ドライシステム等の調理場を活用する。

<参考:県内のセンターの処理能力>
0諌早市西部学校給食センター:フ,0(X)食/白

0諌早市東部学校給食センター:8ρ00食/白
0大村市小学校給食センター:8,0(X)食/日
0佐世保市学校給食センター:フ,500食/日

市内の他の候補地も含め検討していく中、
①早期の整備力t可能となること。→市有地のため、早期の事業着手が可能。
②8ρ00食規模の学校給食センターとして十分な敷地面積があること。
3市内3か所に整備を予定する中で、各エリアにおいて40分以内の配送力句能であること

■3つの要件をにす「豊洋台教育施設用地」を1か所目の建設場所とする。
X他の2か所も早急に候補地を検討する必要がある。
X次の施設ができるまでは、老朽化しだ施設をできるだけ1か所目のセンターへ取の込むその間は、
エリア内であっても既存ドライシステム等の調理場を活用する

●保護者に対して、

自校方式ではなくなることによる

「センター方式への不安を解消」する。
0調理員との交流の機会を設け、感謝の心を育む
0食育指導を推進する
0適温でおいしい給食を提供する恋ど

・才学校給食あの方検討会を継続して実施

時津「暴与町

6 現在の長崎市の給食費について

＼

暴崎市

可

■長崎市の学校給食に係る費用負担
・維持管理費や運営費(人件費、委託料、修繕料)怨ど一市の負担

・食材費・・・保護者の皆様からいただく給食費

厘現在の長崎市の給食費(1人あたの)
・小学校41800円/年 a食あたり225円95銭)(中核市で32位/36市)

・中学校48,400円/年(1食あたり268円89銭)(中核市で29位/31市)

学校給食は保護者の皆様の費用負担によの成り立っています。

R、

●地元に対して、
施設の整備・運営に際し、

「地域へ配」する。
0環境対策(交通問題、騒音、悪臭など)
0社会的・経済的な地域貫献など

⇔自治会等を通じて地元住民との協議を
継続して実施

お問い合わせ先:長崎市教育委員会健康教育課 TEL 095-829-1197
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